
左記画像のように爪がオイルフィルターに
食い付いていない状態で作業を行うと、
フィルターがゆるまず、なめてしまうので
注意してください。

上記の画像のように鈑金
フックがプライヤーのリング部分
から離れている状態では
作業を行わないでください。

作業時に、上記画像のように爪（４カ所）がしっかりと
。オイルフィルターに食い付いている事を確認してから作業してください

作業時に、上記画像のように鈑金
フックとプライヤーのリング部分に
隙間がない状態で作業を
行ってください。


